
JP 6201454 B2 2017.9.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した制御データに基づいて媒体を処理する処理部と、
　前記媒体を切断する切断部と、
　前記媒体を搬送する搬送部と、
　前記搬送部が前記媒体を搬送する搬送方向と異なる方向への前記媒体の変位を検出する
検出部と、
　前記処理部による前記媒体の処理後、前記処理部による前記媒体の処理を禁止する待機
状態へ移行し、前記待機状態において、前記検出部で前記媒体の変位を検出した場合、前
記切断部に前記媒体を切断させて前記待機状態を解除する一方、前記検出部で前記媒体の
変位を検出する前に前記制御データを受信した場合、前記待機状態を解除して前記処理部
に前記媒体を処理させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記待機状態のときに前記検出部で前記媒体の変位を検出する前に前記制御データを受
信した場合、前記制御データを受信してから予め定められた時間が経過する前に前記媒体
の変位を検出したときは、前記切断部に前記媒体を切断させて前記待機状態を解除する一
方、前記制御データを受信してから前記検出部で前記媒体の変位を検出することなく予め
定められた時間が経過したときは、前記待機状態を解除して前記処理部に前記媒体を処理
させ、
　また、前記待機状態ではないときは前記切断部による前記媒体の切断を禁止することを
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特徴とする媒体処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記待機状態で前記制御データを受信したときに前記切断部で前記媒体
を切断させることなく、前記処理部に前記媒体を処理させる請求項１に記載の媒体処理装
置。
【請求項３】
　前記媒体は、データが書き込まれるＩＣタグを有し、
　前記処理部は、前記ＩＣタグにデータの読み書きを行う読書部である請求項１又は２に
記載の媒体処理装置。
【請求項４】
　受信した印刷制御データに基づいて媒体に印刷を行う印刷部と、
　前記媒体を切断する切断部と、
　前記媒体を搬送する搬送部と、
　前記搬送部が前記媒体を搬送する搬送方向と異なる方向への前記媒体の変位を検出する
検出部と、
　前記印刷部による前記媒体への印刷後、前記印刷部による前記媒体の印刷を禁止する待
機状態へ移行し、前記待機状態において、前記検出部で前記媒体の変位を検出した場合、
前記切断部に前記媒体を切断させて前記待機状態を解除する一方、前記検出部で前記媒体
の変位を検出する前に前記印刷制御データを受信した場合、前記待機状態を解除して前記
印刷部に前記媒体に印刷させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記待機状態のときに前記検出部で前記媒体の変位を検出する前に前記印刷制御データ
を受信した場合、前記印刷制御データを受信してから予め定められた時間が経過する前に
前記媒体の変位を検出したときは、前記切断部に前記媒体を切断させて前記待機状態を解
除する一方、前記印刷制御データを受信してから前記検出部で前記媒体の変位を検出する
ことなく予め定められた時間が経過したときは、前記待機状態を解除して前記印刷部に前
記媒体に印刷させ、
　また、前記待機状態ではないときは前記切断部による前記媒体の切断を禁止することを
特徴とする印刷装置。
【請求項５】
　受信した制御データに基づいて媒体を処理する処理部と、前記媒体を切断する切断部と
、前記媒体を搬送する搬送部と、前記搬送部が前記媒体を搬送する搬送方向と異なる方向
への前記媒体の変位を検出する検出部と、を備える媒体処理装置の制御方法であって、
　前記処理部による前記媒体の処理後、前記処理部による前記媒体の処理を禁止する待機
状態へ移行し、前記待機状態において、前記検出部で前記媒体の変位を検出した場合、前
記切断部に前記媒体を切断させて前記待機状態を解除する一方、前記待機状態のときに前
記検出部で前記媒体の変位を検出する前に前記制御データを受信した場合、前記制御デー
タを受信してから予め定められた時間が経過する前に前記媒体の変位を検出したときは、
前記切断部に前記媒体を切断させて前記待機状態を解除し、前記制御データを受信してか
ら前記検出部で前記媒体の変位を検出することなく予め定められた時間が経過したときは
、前記待機状態を解除して前記処理部に前記媒体を処理させ、また、前記待機状態ではな
いときは前記切断部による前記媒体の切断を禁止することを特徴とする媒体処理装置の制
御方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、媒体を処理する媒体処理装置、媒体に印刷する印刷装置、及び媒体処理装置
の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、長尺の媒体に画像を印刷した後、媒体を切断することにより、タグラベル等の単
票を発行する媒体処理装置（タグラベル作成装置）が知られている（例えば、特許文献１
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－５１２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、上述した媒体処理装置のように、媒体を切断して単票を発行するものでは、不
必要に媒体の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制したいとするニーズが
ある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、処理効率の低下を抑制すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、媒体処理装置であって、媒体への処理を指示す
る制御データを受信する通信部と、前記制御データに基づいて前記媒体に処理を行う処理
部と、前記媒体を切断する切断部と、前記媒体を搬送する搬送部と、前記搬送部で搬送さ
れた前記媒体を排出する排出口と、前記搬送部での搬送が停止した後、前記媒体が前記搬
送部の搬送方向と異なる方向に変位することを検出する検出部と、前記検出部で前記媒体
の変位を検出したときに前記切断部で前記媒体を切断するように制御するとともに、前記
検出部で前記媒体の変位の検出を待機している待機状態で前記通信部が前記制御データを
受信したときに前記処理部で前記媒体を処理するように制御する制御部と、備えることを
特徴とする。
　本発明の構成によれば、待機状態中に制御データを受信した場合、媒体処理装置は、制
御データに基づく画像の印刷を実行する。このため、単票の発行の要求があるのにもかか
わらず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる。
【０００６】
　また、本発明は、前記制御部は、前記待機状態で前記制御データを受信したときに、前
記制御データを受信してから予め定められた時間前記待機状態を維持した後、前記制御デ
ータに基づいて前記処理部で前記媒体を処理するように制御する。
　本発明の構成によれば、媒体処理装置は、待機状態中に制御データを受信した場合、す
ぐに制御データに基づいて媒体の処理を行うのではなく、所定の期間は待機状態を維持す
る。このため、ユーザーが、媒体を所定方向に変位するように動かして、意図的に媒体を
切断させる時間を確保できる。
【０００７】
　また、本発明は、前記制御部は、前記待機状態で前記制御データを受信したときに前記
切断部で前記媒体を切断させることなく、前記処理部で前記媒体を処理するように制御す
る。
　本発明の構成によれば、制御データの受信をトリガーとして媒体の切断が実行されて単
票が発行され、紙出口付近に単票が溜まることを防止できる。
【０００８】
　また、本発明は、前記媒体は、データが書き込まれるＩＣタグを有し、前記処理部は、
前記ＩＣタグにデータの読み書きを行う読書部である。
【０００９】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、印刷装置であって、媒体への印刷を指示
する印刷制御データを受信する通信部と、前記印刷制御データに基づいて前記媒体に印刷
を行う印刷部と、前記媒体を切断する切断部と、前記媒体を搬送する搬送部と、前記搬送
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部で搬送された前記媒体を排出する排出口と、前記搬送部での前記印刷部で印刷された前
記媒体の搬送が停止した後、前記媒体が前記搬送部の搬送方向と異なる方向に変移するこ
とを検出する検出部と、前記検出部で前記媒体の変移を検出したときに前記切断部で前記
媒体を切断するように制御するとともに、前記検出部で前記媒体の変移の検出を待機して
いる待機状態で前記通信部が前記印刷制御データを受信したときに前記印刷部で印刷する
ように制御する制御部と、備えることを特徴とする。
　本発明の構成によれば、待機状態中に制御データを受信した場合、媒体処理装置は、印
刷制御データに基づく画像の印刷を実行する。このため、単票の発行の要求があるのにも
かかわらず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる
。
【００１０】
　また、本発明は、前記制御部は、前記待機状態で前記制御データを受信したときに、前
記制御データを受信してから予め定められた時間前記待機状態を維持した後、前記制御デ
ータに基づいて前記処理部で前記媒体を処理するように制御する。
　本発明の構成によれば、媒体処理装置は、待機状態中に制御データを受信した場合、す
ぐに制御データに基づいて媒体の処理を行うのではなく、所定の期間は待機状態を維持す
る。このため、ユーザーが、媒体を所定方向に変位するように動かして、意図的に媒体を
切断させる時間を確保できる。
【００１１】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、媒体処理装置の制御方法であって、媒体
への処理を指示する第１制御データを受信し、前記第１制御データに基づいて前記媒体を
処理部に搬送して処理し、処理された前記媒体を排出口に排出させたのちに搬送を停止し
、搬送を停止した後、前記媒体の搬送方向と異なる方向への変移を検出するまで待機し、
待機しているときに、第２制御データを受信したとき、前記媒体を搬送して前記第２制御
データに基づいて前記媒体を前記処理部で処理することを特徴とする。
　本発明の制御方法によれば、待機中に制御データを受信した場合、媒体処理装置は、制
御データに基づく画像の印刷を実行する。このため、単票の発行の要求があるのにもかか
わらず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる。
【００１２】
　また、本発明は、前記媒体の変移を検出するまで待機しているときに、前記第２制御デ
ータを受信したとき、前記第２制御データを受信してから予め定められた時間待機した後
、前記媒体を搬送して前記第２制御データに基づいて前記媒体を前記処理部で処理する。
　本発明の制御方法によれば、媒体処理装置は、待機中に制御データを受信した場合、す
ぐに制御データに基づいて媒体の処理を行うのではなく、所定の期間は待機状態を維持す
る。このため、ユーザーが、媒体を所定方向に変位するように動かして、意図的に媒体を
切断させる時間を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態に係る単票発行装置を示す概略構成図。
【図２】カバーを開けた状態のプリンター本体を示す斜視図。
【図３】プリンター本体の内部機構を示す図。
【図４】プリンター１の主要構成を示す断面図。
【図５】オートカッター周辺を説明する図。
【図６】媒体姿勢検知手段を説明する図。
【図７】ホストコンピューターおよびプリンターの機能的構成を示すブロック図。
【図８】ホストコンピューターおよびプリンターの要部の機能ブロック図。
【図９】ホストコンピューターおよびプリンターの動作を示すフローチャート。
【図１０】ホストコンピューターおよびプリンターの動作を示すフローチャート。
【図１１】ホストコンピューターおよびプリンターの動作を示すフローチャート。
【図１２】プリンターの動作を示すフローチャート。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る単票発行装置１０を示す概略構成図である。
　図１において、Ｘ方向は単票発行装置１０で使用される媒体の搬送方向を示し、Ｙ方向
は媒体の紙幅方向を示し、Ｚ方向は、Ｘ方向およびＹ方向の双方が直交する方向を示して
いる。
　本実施形態に係る単票発行装置１０は、空港における航空会社のサービスカウンター等
に設けられ、バゲッジタグや、ボーディングパス等の単票を発行する機能を有している。
　単票発行装置１０によって発行されるバゲッジタグや、ボーディングパスには、ＩＣ（
Integrated Circuits）タグが搭載されている場合があり、このＩＣタグに、必要な情報
が記録される。例えば、バゲッジタグのＩＣタグには、荷物（バゲッジ）を搭乗すべき飛
行機の便の番号や、バゲッジタグを発行した日時等が記録される。また、バゲッジタグや
、ボーディングパスの表面には、必要な情報が印刷される。例えば、バゲッジタグの表面
には、飛行機の便番号や、荷物の所有者の氏名等、予め定められた必要な情報が印刷され
る。
【００１５】
　図１に示すように、単票発行装置１０は、プリンター１（媒体処理装置）と、このプリ
ンター１に媒体を供給する給紙装置２と、を備えている。
　給紙装置２は、プリンター本体３に着脱可能に接続されるベース板４と、このベース板
４に取り付けられている用紙保持部５と、用紙保持部５に取り付けられているロール紙支
軸６とを備えている。ロール紙支軸６には、その先端側からロール紙Ｒが装着される。ロ
ール紙支軸６の先端部には、ロール紙支軸６に直交する方向にロール紙抜け止め用の抜け
防止軸８が取り付けられている。また、ロール紙支軸６の根元側にはロール紙幅調整用の
円盤状のスペーサー９が着脱可能に取り付けられており、幅の異なるロール紙が、装着可
能となっている。
【００１６】
　給紙装置２は、ロール紙Ｒ、および、ファンフォールド紙のいずれかが選択的に収容さ
れ、プリンター１に給紙可能となっている。以下、単票発行装置１０にセットされた媒体
を、総称して、媒体Ｂという。
　本実施形態において、ロール紙Ｒは、一定長のラベル用紙７が長手方向に連続して接続
された構成の媒体である。各ラベル用紙７は、プリンター１により後述する所定の処理が
施された後、切り離されて、単票（例えば、バゲッジタグ）として利用される。各ラベル
用紙７の所定の部位にはＲＦＩＤ（Radio frequency identification）タグ７Ａ（ＩＣタ
グ）が貼付または埋設によって搭載されている。
　図１では、給紙装置２にロール紙Ｒがセットされている。
　一方、上述したように、ベース板４は、連続用紙の一つであるファンフォールド紙のト
レイとして利用することも可能である。ファンフォールド紙は、一定長の単票部が、所定
の長さに折り畳んで構成された媒体である。各単票部は、プリンター１により後述する所
定の処理が施された後、切り離されて、単票（例えば、ボーディングパス）として利用さ
れる。ファンフォールド紙を使用する場合は、ベース板４と用紙保持部５とによって形成
されたスペースＳＰにファンフォールド紙が収容される。
【００１７】
　プリンター１のプリンター本体３は、外装ケース１１を備えている。この外装ケース１
１は、本体ケース１１Ａと、前部ケース１２と、カバー１６と、を備えている。
　本体ケース１１Ａは、外装ケース１１のベースとなる部品であって、外装ケース１１の
他のケース部品および前述の給紙装置２が取り付けられる。本体ケース１１Ａには、電源
のオン／オフを指示する電源スイッチＤＳと、媒体Ｂの搬送を指示するフィードボタンＦ
Ｂとが設けられている。
　前部ケース１２は、プリンター１において給紙装置２と対向する方向で本体ケース１１
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Ａに取り付けられる。前部ケース１２の前面１１ｂには、その上下方向の中程の位置に、
Ｙ方向を長手方向とする矩形形状の排出口２８（紙出口）が形成されている。この前部ケ
ース１２の内部には後述するプリンター機構部６１が収容されている。
　カバー１６は、外装ケース１１に、開閉自在に設けられる。外装ケース１１の後端面１
１ａと、カバー１６の先端部との間には、用紙挿入口２６が形成されている。
【００１８】
　図２はカバー１６を開けた状態のプリンター本体３を示す斜視図である。
　カバー１６は、媒体Ｂの紙搬送経路１９を覆う形態であり、プリンター１の前側の端部
を中心として矢印Ａ（図１）方向に開閉可能となっている。
　図２に示すように、カバー１６を回動させて開くと上面開口部１３が露出する。また、
外装ケース１１の一方の側面１４には、上面開口部１３から連続する側面開口部１５が形
成される。
　カバー１６は、図１に示す閉じ位置において上面開口部１３および側面開口部１５を覆
う。カバー１６は、上面開口部１３を覆うカバー天板部分１７と、側面開口部１５を覆う
カバー側板部分１８とを備えており、カバー天板部分１７におけるプリンター本体３の前
側の端部を中心として矢印Ａ方向（図１）に回動し、図１に示す閉じ位置から図２に示す
開位置まで開くことができる。カバー１６を開くと、外装ケース１１の内部に形成されて
いる媒体Ｂ（図１では、ラベル用紙７）の紙搬送経路１９、および、紙搬送経路１９に形
成されている用紙溜まり部２０が開放状態となり、これらに対して、上面開口部１３、お
よび、側面開口部１５を介してアクセス可能となる。
【００１９】
　紙搬送経路１９の幅方向の一方の側端、すなわちプリンター本体３の一方の側端は、図
２に示すように、カバー側板部分１８の内側に形成されている第１用紙ガイド２１である
。また、幅方向の他方の側端は、紙搬送経路１９の底面の底板２４に着脱可能に取り付け
た第２用紙ガイド２２および第３用紙ガイド２３のいずれかである。第２用紙ガイド２２
が取り付けられている場合には、第１用紙ガイド２１および第２用紙ガイド２２によって
ラベル用紙７をガイド可能であり、第２用紙ガイド２２を外すと、第１用紙ガイド２１お
よび第３用紙ガイド２３によってラベル用紙７をガイド可能になる。
　用紙挿入口２６の内側には、外装ケース１１の側に下側ガイドローラー２７ａが取り付
けられており、カバー１６側には、カバー１６が図１の閉じ位置にある場合に、下側ガイ
ドローラー２７ａに対向する上側ガイドローラー２７ｂが取り付けられている。
【００２０】
　図３（Ａ）は、プリンター本体３の内部機構を示す説明図であり、プリンター１を横方
向から見た図である。また、図３（Ｂ）は、図３（Ａ）の紙搬送経路１９を模式的に切り
出した図である。
　図３（Ａ）、（Ｂ）では、紙搬送経路１９上に、ロール紙Ｒが延在した状態を示してい
る。
　プリンター本体３の内部機構は、外装ケース１１によって覆われている板金製の本体フ
レーム３０にプリンター本体３の構成部品が搭載された構成となっている。本体フレーム
３０には上方に突出した左右の支持腕３１が形成されており、これらの支持腕３１の間に
ヒンジ軸３２が、外装ケース１１の幅方向に架け渡されて、カバー１６がヒンジ軸３２の
軸まわりに回動自在となっている。
【００２１】
　プリンター本体３の内部においては、用紙溜まり部２０の前側の部位において、用紙挿
入口２６よりも下方の位置にテンションローラー３６が幅方向に架け渡されている。また
、用紙挿入口２６と排出口２８との間には、テンションローラー３６、及びテンションロ
ーラー３６の前方に位置するプラテンローラー６６（搬送ローラー）を経由する媒体（図
３（Ａ）の例ではラベル用紙７）の紙搬送経路１９が形成されている。
【００２２】
　紙搬送経路１９は、用紙挿入口２６に近い上流側の傾斜紙搬送経路３９Ａと、下流側の
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傾斜紙搬送経路３９Ｂと、さらに下流側において排出口２８近傍の水平紙搬送経路３９Ｃ
とを含んで構成される。傾斜紙搬送経路３９Ａは、用紙挿入口２６から下向きに傾斜して
延び、テンションローラー３６に至る経路である。また、傾斜紙搬送経路３９Ｂは、テン
ションローラー３６から下流側において上方に向けて傾斜して延び、プラテンローラー６
６に達する経路である。傾斜紙搬送経路３９Ｂは、上下に対向して配置された用紙ガイド
３７、３８によって形成される。また、水平紙搬送経路３９Ｃは、プラテンローラー６６
から下流側すなわち前側に延びて排出口２８に繋がる経路である。
【００２３】
　傾斜紙搬送経路３９Ｂには、媒体Ｂ（図３の例ではラベル用紙７）に印刷を行うサーマ
ルヘッド６７が下向きに配置され、サーマルヘッド６７には下側からプラテンローラー６
６が対向して配置されている。プラテンローラー６６は、サーマルヘッド６７の発熱面に
押し付けて配置され、プラテンローラー６６の回転によってラベル用紙７が搬送される。
また、水平紙搬送経路３９Ｃ上には、プラテンローラー６６の下流側にオートカッター６
０が配置されており、サーマルヘッド６７により印刷された印刷媒体（例えば、ラベル用
紙７）はオートカッター６０により切断される。
【００２４】
　ラベル用紙７に印刷する場合、まず、カバー１６が開かれて、ユーザーの作業によって
給紙装置２にセットされたラベル用紙７が引き出されて、用紙挿入口２６から挿入される
。このラベル用紙７は、第１用紙ガイド２１と第２用紙ガイド２２あるいは第３用紙ガイ
ド２３にガイドされながら、傾斜紙搬送経路３９Ａを通って、テンションローラー３６に
導かれる。さらに、ラベル用紙７は、テンションローラー３６から傾斜紙搬送経路３９Ｂ
に沿ってサーマルヘッド６７とプラテンローラー６６の間に搬送され、水平紙搬送経路３
９Ｃを通って排出口２８から引き出された状態にセットされる。ここで、カバー１６が閉
じられると、ラベル用紙７の先端がプラテンローラー６６とサーマルヘッド６７とに挟ま
れて搬送可能となる。
【００２５】
　外装ケース１１内には、ＲＦＩＤタグ７Ａに対してデータの書き込み及びデータの読み
出しを行うタグ読書装置４６（読書部）が配置されている。タグ読書装置４６は、ＲＦＩ
Ｄタグ７Ａに対して無線信号を送受信するアンテナ４４と、ＲＦ送受信回路４５とを備え
ている。アンテナ４４は、図３（Ａ）に示すように、傾斜紙搬送経路３９Ａ（搬送経路）
に向けて設けられ、傾斜紙搬送経路３９Ａが、タグ読書装置４６によるデータの書き込み
及びデータの読み出しが行われる情報読書位置となっている。すなわち、図３（Ａ）、（
Ｂ）に示すように、ラベル用紙７に付されたＲＦＩＤタグ７Ａが傾斜紙搬送経路３９Ａの
範囲に位置している間に、タグ読書装置４６により、データの書込及びデータの読み取り
が行われる。
【００２６】
　ＲＦＩＤタグ７Ａは、タグ読書装置４６等の外部の装置から送信される無線信号を受信
するアンテナを備え、このアンテナに誘起される電力によりＩＣを駆動する受動型のＩＣ
タグである。本実施形態のタグ読書装置４６及びＲＦＩＤタグ７Ａは、無線タグとして一
般的なプロトコルに従って無線信号を送受信する。
　すなわち、タグ読書装置４６は、ＲＦＩＤタグ７Ａに対するデータの書き込み又はデー
タの読み出しを行う場合に、まず、所定周波数の搬送波を送信し、この搬送波に重畳して
検出用信号を送信する。タグ読書装置４６が送信した搬送波によってＲＦＩＤタグ７Ａの
アンテナに起電力が誘起されると、この電力によりＲＦＩＤタグ７ＡのＩＣがオンに切り
替わり、検出用信号を受信して、この検出用信号に対して応答する信号を送信する。タグ
読書装置４６は、ＲＦＩＤタグ７Ａが送信した応答信号を受信すると、搬送波の出力を継
続しながら、このＲＦＩＤタグ７Ａをデータの書き込み及びデータの読み出しの対象とし
て設定するとともに、データの書き込み及びデータの読み出しを開始する旨を通知する信
号を送信する。その後は、タグ読書装置４６が搬送波の出力を継続しながら、タグ読書装
置４６とＲＦＩＤタグ７Ａとの間で無線信号が送受信され、ＲＦＩＤタグ７Ａに記録され
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ているデータの読み出し、及び、ＲＦＩＤタグ７Ａが有するＩＣの書き換え可能な記憶領
域に対し、データの書込が行われる。
【００２７】
　図４は、プリンター１の主要構成を示す断面図である。また、図５は、切断機構として
のオートカッター６０（後述）周辺を説明する図である。図４、および、図５に示すＸ、
Ｙ、および、Ｚ方向は、図１に示すＸ、Ｙ、および、Ｚ方向と同一である。
　図４に示すように、プリンター機構部６１は、外装ケース１１の前部ケース１２の内部
に収容され、搬送機構６３（搬送部）と、印刷機構６４（印刷部）と、オートカッター６
０（切断部）と、媒体姿勢検知手段６５（検出部）と、を備えている。
【００２８】
　搬送機構６３は、媒体Ｂを、プリンター１内の紙搬送経路１９に沿って搬送するもので
ある。
　搬送機構６３は、紙搬送経路１９の所定位置に配置されたプラテンローラー６６（搬送
ローラー）と、このプラテンローラー６６に対向配置されたサーマルヘッド６７とを備え
ている。搬送機構６３のＸ（－）方向にプリンター機構部６１としての用紙挿入口２６が
設けられる。媒体Ｂは、この用紙挿入口２６を通って装置内部に供給され、サーマルヘッ
ド６７とプラテンローラー６６との間で押圧状態に装填される。用紙挿入口２６と、サー
マルヘッド６７およびプラテンローラー６６との間の紙搬送経路１９上には、媒体Ｂを案
内する紙案内部材６９が設けられている。
　プラテンローラー６６には、搬送モーター７０の回転駆動力が図示しない歯車等の伝達
機構を介して伝達される。プラテンローラー６６が正方向（図２の矢印Ｂ方向）に回転す
ると、この回転に伴って媒体Ｂが紙搬送経路１９に沿って正方向（Ｘ（－）方向からＸ（
＋）方向）に搬送される。また、逆方向（矢印Ｂの反対方向）にプラテンローラー６６が
回転すると、媒体Ｂは逆送する。
　搬送モーター７０は、ステッピングモーターである。
【００２９】
　印刷機構６４は、サーマルヘッド６７を備えている。
　サーマルヘッド６７は、プラテンローラー６６と対向するヘッド面に、媒体Ｂを加熱し
て印刷を行う発熱部７１を備えている。この発熱部７１は、Ｙ方向に沿って列状に並んで
形成された発熱素子を有している。サーマルヘッド６７は、印刷を行うときには、発熱部
７１の部分をプラテンローラー６６に正対させ、発熱部７１とプラテンローラー６６とで
媒体Ｂを搬送させながら、発熱部７１を構成する複数の発熱素子の内の任意の発熱体を選
択的に発熱させる。媒体Ｂは、表面に感熱発色層が塗布されているため、発熱した発熱素
子に対応する部位が発色しドットを形成する。
【００３０】
　画像が印刷された媒体Ｂは、後述するオートカッター６０および媒体姿勢検知手段６５
を経由して、プリンター機構部６１のＸ（－）方向に設けられた排出口２８から装置外部
に排出される。このとき、媒体Ｂは、排出口２８のＺ方向下部に設けられた紙ステージ７
２に一時滞留する。
　切断機構としてのオートカッター６０は、サーマルヘッド６７によって画像が印刷され
た媒体Ｂを、任意の長さに切断して単票とする機能を有する。本実施形態に係るオートカ
ッター６０は、一方の刃に対して他方の刃が接近および離反する方向に旋回する鋏式オー
トカッターである。なお、オートカッター６０には、一方の刃に対して他方の刃が接近お
よび離反する方向に直線往復移動するギロチン形式のものなど複数種あり、いずれでも対
応可能である。
【００３１】
　図４および図５に示すように、オートカッター６０は、固定刃７４と、可動刃７５と、
カッター駆動モーター７６と、図示しない可動刃駆動伝達機構と、を備えている。固定刃
７４は、略長方形の板状を呈しており、１つの長辺部分に直線状の刃部７４ａが形成され
ている。固定刃７４は、上述の紙搬送経路１９のＺ方向下部で刃部７４ａをＹ方向に延在
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するように固定される。可動刃７５は、１辺に略直線状の刃部７５ａが形成された板状に
形成され、一方の端部近くに旋回中心７５ｂを有している。旋回中心７５ｂは、Ｙ方向に
おいて媒体Ｂの走行範囲外に設けられている。
　オートカッター６０はカッター駆動モーター７６を備え、カッター駆動モーター７６の
駆動力は図示しない可動刃駆動伝達機構を介して可動刃７５に伝達される。そのため、可
動刃７５は、旋回中心７５ｂを中心に旋回可能となり、カッター駆動モーター７６の動作
により、固定刃７４に対して接近および離反する方向に旋回することができる。その結果
、固定刃７４と可動刃７５との間に配置される媒体Ｂは切断される。
【００３２】
　図４および図５に示すように、紙ステージ７２は、プラスチック等の材料が用いられ、
紙搬送経路１９の媒体Ｂが摺動する面の一部を構成すべく、搬送機構６３と外装ケース１
１の前部ケース１２との間を架け渡すように配置される。紙ステージ７２は、紙搬送経路
１９に沿って紙幅方向（Ｙ方向）を長辺とし紙搬送方向（Ｘ方向）を短辺とする長方形状
の紙ガイド面７８を有している。紙ガイド面７８の面は、固定刃７４の刃部７４ａの位置
より、Ｚ方向にわずかに低くなるように配設されている。紙ガイド面７８は、紙搬送経路
１９を搬送される媒体Ｂの下面をガイドする機能を有する。
【００３３】
　次いで、媒体姿勢検知手段６５について、図４、および、図６を参照して説明する。
　媒体姿勢検知手段６５（検出部）は、排出口２８から媒体Ｂが排出された状態で、媒体
Ｂが媒体の搬送方向と異なる方向（本例では、上方）に変位した場合、変位を検出する手
段である。
　図６は、媒体姿勢検知手段６５を説明する図であり、（Ａ）は、媒体姿勢検知手段６５
を媒体Ｂの排出方向から見た斜視図、（Ｂ）は図（Ａ）中のＳ方向から見た概略図、（Ｃ
）は図（Ａ）中Ｔ方向から見た概略図である。図６に示すＸ、Ｙ、および、Ｚ方向は、図
１に示すＸ、Ｙ、および、Ｚ方向と同一な方向を示す。
【００３４】
　図４に示すように、媒体姿勢検知手段６５は、外装ケース１１の排出口２８部分に上述
の紙ステージ７２の紙ガイド面７８と対向する位置、すなわち紙ガイド面７８に滞留する
印刷済の媒体Ｂの印刷面と向き合う位置に配置される。
　図６に示すように、媒体姿勢検知手段６５は、検知レバー８０と、検知レバー支持部材
８１と、検出器８２と、を備える。
【００３５】
　検知レバー８０は、プラスチック等の材料が用いられ、検知部８３と、遮蔽部８４と、
支持軸８５とを有する。検知部８３は、検知レバー８０の本体部分を構成し、媒体Ｂの最
大の幅以上の幅を有する図４中Ｙ方向の辺を長辺とする２つの長方形状の面８３ａ、８３
ｂが１つの稜線８３ｃで結合した、断面三角形状を呈している。そして、一方の面８３ａ
においては、稜線８３ｃと対向する長辺の延長には２つの支持軸８５が延出するように形
成されている。Ｙ方向の１つの端部から略四角形状の遮蔽部８４が突出するように形成さ
れている。
【００３６】
　図４に示すように、検知レバー支持部材８１は、前部ケース１２に取り付けられ排出口
２８の図１中Ｚ方向上部を構成する。検知レバー支持部材８１には、検知レバー８０の検
知部８３の断面三角形形状の部分が稜線８３ｃを頂点として嵌入可能なＹ方向を長辺とす
る四角形形状の開口部８６が設けられている。検知部８３が開口部８６に嵌入されたとき
、検知レバー８０の２つ支持軸８５に相当する位置には、それぞれ支持軸受け９０が設け
られている。そのため、検知レバー８０は、２つの支持軸８５を支点として、検知レバー
支持部材８１の開口部８６から、検知部８３の稜線８３ｃを頂点として出入りする方向（
図６中Ｍ方向）に回動することができる。
【００３７】
　また、検知レバー支持部材８１には、検知レバー８０が支持軸８５を中心に回動したと
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きに、一方の端部に設けられた遮蔽部８４の動線範囲に検出部を有する検出器８２が取り
付けられている。検出器８２は、例えば透過型の光センサーが好適に適用される。検出器
８２は、発光部と受光部とを備え発光部から射光される光を受光部で受光する。検出器８
２は、受光部で受光するか否か、もしくは受光部で受光する光量に従って信号を出力する
。そのため、検出器８２の光軸を遮蔽部８４が横切るか否かによって、センサー出力が変
化して検知レバー８０の動作を検出する。
【００３８】
　次いで、媒体Ｂの姿勢検知方法について同じく図４、および、図６を参照して説明する
。前述のプリンター機構部６１で画像が印刷された媒体Ｂは、単票として発行されるとき
の単票終端位置がオートカッター６０のカット位置に到達するまで搬送機構６３によって
搬送され紙ステージ７２に滞留する。
【００３９】
　その後、例えばオペレーターが単票を発行したいタイミングで、印刷済の媒体Ｂを持ち
上げる。滞留位置から持ち上げられた媒体Ｂは、媒体姿勢検知手段６５の検知レバー８０
の検知部８３（稜線８３ｃ部分）と接触する。さらに持ち上げられると、媒体Ｂと接触す
る検知レバー８０の検知部８３は、２つの支持軸８５を支点として図中Ｍ方向に回動する
。そのため、検知レバー８０と一体に形成された遮蔽部８４も回動する。その結果、媒体
姿勢検知手段６５の検出器８２の光軸から遮蔽部８４が外れ検出器８２の出力が変化する
。
【００４０】
　この出力変化を検出することによって、紙ステージ７２に滞留させられる媒体Ｂの姿勢
変化（所定方向への変位）を検知することができる。なお、このとき検知部８３のＹ方向
の長さは媒体Ｂの紙幅よりも長い。そのため、オペレーターが媒体Ｂを紙幅方向に対して
斜めもしく変形させて持ち上げたとしても、検知レバー８０は回動することができ、媒体
Ｂの姿勢変化を検知することができる。
【００４１】
　図７は、本実施形態に係る媒体処理システム９１（印刷処理システム）の機能的構成を
示すブロック図である。
　媒体処理システム９１は、プリンター１（媒体処理装置）と、ホストコンピューター９
２（制御装置）と、を備えている。プリンター１は、上述した構成の下、長尺の媒体Ｂを
排出口２８から所定量排出した後、切断して単票を発行可能な装置である。また、ホスト
コンピューター９２は、プリンター１を制御するコンピューターであり、プリンター１に
対して、画像の印刷を指示する制御データ（後述）を送信する機能を有している。
　図７に示すように、プリンター１は、媒体処理装置制御部１００（制御部）を備えてい
る。
　媒体処理装置制御部１００は、ＣＰＵや、ＲＯＭ、ＲＡＭ、その他の周辺回路等を備え
、プリンター１の各部を制御する。
　また、媒体処理装置制御部１００は、タグ読書装置４６を制御して、ＲＦＩＤタグ７Ａ
に対するデータ読み出し及びデータの書き込みを実行する。例えば、ラベル用紙７がバゲ
ッジタグとして使用される場合、媒体処理装置制御部１００は、取扱航空会社、出発空港
、行き先の空港、トランジットする空港、このバゲッジタグを発行したカウンター、対応
する搭乗券の番号、搭乗便等を示すデータ等をＲＦＩＤタグ７Ａに書き込む。
　本実施形態では、タグ読書装置４６は、媒体処理装置制御部１００の制御の下、ホスト
コンピューター９２から受信した制御データに基づいて媒体Ｂに処理を行う「処理部」と
して機能する。
　また、媒体処理装置制御部１００は、ヘッド駆動回路１０１を制御して、サーマルヘッ
ド６７を駆動し、媒体Ｂに画像を印刷する。
　本実施形態では、印刷機構６４は、媒体処理装置制御部１００の制御の下、「印刷部」
として機能する。また、印刷機構６４は、媒体処理装置制御部１００の制御の下、ホスト
コンピューター９２から受信した制御データに基づいて媒体Ｂに処理を行う「処理部」と
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して機能する。
　また、媒体処理装置制御部１００は、モーター駆動回路１０２を制御して、搬送モータ
ー７０を駆動する。搬送モーター７０の駆動に応じて、プラテンローラー６６が回転し、
プラテンローラー６６の回転に応じて、媒体Ｂを搬送する。
　本実施形態では、搬送機構６３は、媒体処理装置制御部１００の制御の下、「搬送部」
として機能する。
　また、媒体処理装置制御部１００は、モーター駆動回路１０２を制御して、カッター駆
動モーター７６を駆動する。カッター駆動モーター７６の駆動に応じて、可動刃７５が移
動し、媒体Ｂを切断する。
　本実施形態では、オートカッター６０は、媒体処理装置制御部１００の制御の下、「切
断部」として機能する。
【００４２】
　検出器８２は、上述したように、センサーの検出値を媒体処理装置制御部１００に出力
する。媒体処理装置制御部１００は、検出器８２の出力変化によって、媒体Ｂが上方向に
変位したことを検出する。
　報知部１０３は、ブザーを備え、媒体処理装置制御部１００の制御の下、所定の態様で
電子音を放音する。
　入力部１０４は、電源スイッチＤＳと、フィードボタンＦＢとを備え、これらに対する
操作を検出し、媒体処理装置制御部１００に出力する。
　記憶部１０５は、ＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリーを備え、各種データを書き換え可
能に、不揮発的に記憶する。
　通信Ｉ／Ｆ１０６は、媒体処理装置制御部１００の制御の下、所定の通信規格に準拠し
て、ホストコンピューター９２と通信する。通信Ｉ／Ｆ１０６と、媒体処理装置制御部１
００とが協働して「通信部」として機能する。
【００４３】
　一方、図７に示すように、ホストコンピューター９２は、制御装置制御部１０８を備え
ている。
　制御装置制御部１０８は、ＣＰＵや、ＲＯＭ、ＲＡＭ、その他の周辺回路等を備え、ホ
ストコンピューター９２の各部を制御する。
　ホスト表示部１０９は、液晶パネル等の表示パネル１１０を備え、制御装置制御部１０
８の制御の下、表示パネル１１０に各種画像を表示する。
　ホスト入力部１１１は、操作スイッチや、各種入力デバイスに接続され、操作スイッチ
や、入力デバイスに対する操作を検出して、制御装置制御部１０８に出力する。
　ホスト記憶部１１２は、ＥＥＰＲＯＭや、ハードディスク等の不揮発性メモリーを備え
、各種データを書き換え可能に記憶する。
　ホスト通信Ｉ／Ｆ１１３は、制御装置制御部１０８の制御の下、所定の通信規格に準拠
して、プリンター１と通信する。
　制御装置制御部１０８と、ホスト通信Ｉ／Ｆ１１３とが協働して、媒体Ｂへの処理を指
示する制御データを送信する「送信部」として機能する。
【００４４】
　図８は、プリンター１、および、ホストコンピューター９２の要部の機能ブロックを示
す図である。
　図８では、説明の便宜のため、プログラム、および、機能ブロックを同等のブロックで
表現している。
　ホストコンピューター９２には、複数のアプリケーションＡＰ（第１アプリケーション
ＡＰ１～第ｎアプリケーションＡＰｎ）がインストールされており、いずれかのアプリケ
ーションを選択的に立ち上げて動作させることが可能となっている。
　上述したように、プリンター１は、空港における航空会社のサービスカウンターに設け
られることが想定されたものであるが、その場合、複数の航空会社が１つのプリンター１
、および、プリンター１を含んで構成された媒体処理システム９１を共用する場合がある



(12) JP 6201454 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

。
　以下の説明では、複数の航空会社が媒体処理システム９１を共用しているものとする。
　このように複数の航空会社が１つの媒体処理システム９１を共有する場合、各航空会社
は、専用のアプリケーションの機能によって、プリンター１にバゲッジタグや、ボーディ
ングパス等の単票を発行する。これを踏まえ、ホストコンピューター９２には、事前に、
航空会社ごとにアプリケーションＡＰがインストールされる。
　本例では、第１航空会社～第ｎ航空会社のアプリケーションＡＰとして、第１アプリケ
ーション～第ｎアプリケーションのｎ個のアプリケーションＡＰが事前にインストールさ
れている。そして、図８では、複数のアプリケーションＡＰのうち、いずれかのアプリケ
ーションＡＰが、起動して、動作可能であることを表わしている。
　アプリケーションＡＰのそれぞれは、少なくとも、単票の発行にあたり、発行する単票
のＲＦＩＤタグ７Ａに書き込む情報を含むデータ（以下、「書込データ」という。）、単
票に印刷すべき画像に関する情報を含むデータ（以下、「印刷データ」）という。）を生
成する機能を有している。
　なお、アプリケーションＡＰは、単票の発行に際して、媒体Ｂの切断を指示するデータ
を出力しない。このため、アプリケーションＡＰには、所定のタイミングで媒体Ｂの切断
を指示するデータを出力する機能を実装する必要はなく、印刷データを出力する機能を実
装すればよい。これにより、アプリケーションＡＰの複雑化が抑制されている。
【００４５】
　図８において、ミドルウェアＭＷは、各アプリケーションＡＰと、ホストコンピュータ
ー９２のＯＳとの間の、ソフトウェア的なインターフェースとしての機能を有するソフト
ウェア群を表わしている。特に、本実施形態では、ミドルウェアＭＷは、プリンター１を
制御対象とするデバイスドライバーとしての機能が実装されている。すなわち、ミドルウ
ェアＭＷは、アプリケーションＡＰから上述した書込データ、および、印刷データを含む
処理データが入力された場合、入力された処理データに基づいて、制御データを生成し、
プリンター１に送信する機能を有する。制御データとは、プリンター１のコマンド体系に
準拠したデータである。制御データには、印刷制御データと、書込制御データとが含まれ
ている。印刷制御データは、プリンター１のコマンド体系に準拠したデータであって、画
像の印刷を指示するデータである。また、書込制御データは、プリンター１のコマンド体
系に準拠したデータであって、ＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの書き込みを指示するデータ
である。
　従って、アプリケーションＡＰのそれぞれは、単票の発行にあたり、書込データ、およ
び、印刷データを生成すると共に、これらデータを含む処理データを、プロトコルに従っ
てミドルウェアＭＷに出力すればよい。
【００４６】
　一方、図８に示すように、プリンター１の記憶部１０５には、複数の設定ファイルＳＦ
（第１設定ファイルＳＦ１～第ｎ設定ファイルＳＦｎ）が記憶されている。
　設定ファイルＳＦとは、印刷に関する各種設定の設定値が記述されたファイルである。
印刷に関する設定とは、例えば、印刷速度や、印刷濃度、余白の状態、印刷開始位置、印
刷終了位置等である。特に本実施形態では、設定ファイルＳＦには、設定値として、動作
モードを指定する情報（以下、「動作モード情報」という。）が記述されている。動作モ
ードについては、後に詳述する。
　媒体処理装置制御部１００は、設定ファイルＳＦを参照し、指定された動作モードで動
作する。また、媒体処理装置制御部１００は、設定ファイルＳＦに記述された各種設定の
設定値に準じて画像の印刷を実行する。
　図８に示すように、設定ファイルＳＦは、アプリケーションＡＰのそれぞれに対応して
存在している。図８の例では、第ｎ設定ファイルＳＦｎは、第ｎアプリケーションＡＰｎ
に対応する設定ファイルＳＦである。航空会社は、所望の設定値が記述された設定ファイ
ルＳＦを事前にプリンター１の記憶部１０５に記憶する。航空会社による設定ファイルＳ
Ｆの記憶は、例えば、アプリケーションＡＰや、ミドルウェアＭＷの機能によりユーザー
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インターフェースが提供され、このユーザーインターフェースを介して行われる。また例
えば、プリンター１のメンテナンス用のソフトウェアツールを利用して行われる。
【００４７】
　図９は、１のアプリケーションＡＰの起動が指示された場合におけるホストコンピュー
ター９２、および、プリンター１の動作を示すフローチャートである。（Ａ）はホストコ
ンピューターの動作を示し、（Ｂ）はプリンター１の動作を示す。
　図９を用いた以下の説明において、制御装置制御部１０８は、媒体Ｂに処理を行う情報
を生成して出力するアプリケーションを実行させる「アプリケーション実行部」として機
能する。また、制御装置制御部１０８と、ホスト通信Ｉ／Ｆ１１３は、協働して、アプリ
ケーションで出力された情報を送信する「送信部」として機能する。
　また、記憶部１０５は、動作モードごとの設定ファイルＳＦを記憶することにより、動
作モードごとに、設定値を記憶する「印刷設定記憶部」として機能する。
【００４８】
　ここで、アプリケーションＡＰの起動は、ホストコンピューター９２の起動時以外に、
例えば、以下のような場合に指示される。すなわち、上述したように、本例ではプリンタ
ー１を、複数の航空会社が共有しているが、共有は以下のようにして行われる。すなわち
、航空会社ごとにプリンター１を使用する時間帯が予め定められている。そして、各航空
会社は、対応する時間帯にプリンター１を使用すると共に、時間帯の終了に応じて、アプ
リケーションＡＰを終了する。その後、次の時間帯にプリンター１を使用する航空会社は
、対応するアプリケーションＡＰの起動を指示し、アプリケーションＡＰを起動する。
　さて、アプリケーションＡＰの起動が指示されると（ステップＳＸ１）、ホストコンピ
ューター９２において、起動後のアプリケーションＡＰ（以下、「起動アプリケーション
」という。）は、ミドルウェアＭＷに対して、アプリケーションＡＰごとに付与された識
別情報であるアプリ識別情報を出力する（ステップＳＡ１）。つまり、各アプリケーショ
ンＡＰには、起動に応じて自身に付与されたアプリ識別情報をミドルウェアＭＷに対して
出力する機能が実装されている。ミドルウェアＭＷは、アプリ識別情報を含む送信用のデ
ータを生成し、プロトコルに準拠して、プリンター１に送信する（ステップＳＡ２）。
【００４９】
　プリンター１の媒体処理装置制御部１００は、データを受信すると（ステップＳＢ１）
、受信したデータからアプリ識別情報を抽出し、取得する（ステップＳＢ２）。
　次いで、媒体処理装置制御部１００は、取得したアプリ識別情報に基づいて、参照すべ
き設定ファイルＳＦを特定する（ステップＳＢ３）。
　詳述すると、プリンター１では、ホストコンピューター９２にインストールされたアプ
リケーションＡＰのそれぞれについて、アプリ識別情報と、参照すべき設定ファイルＳＦ
を示す情報と、が対応付けて記憶されている。対応付けに関する情報は、例えば、媒体処
理装置制御部１００の機能を実現するプログラムが参照可能なデータとして、記憶部１０
５の所定の記憶領域に記憶され、また、当該プログラムに定義される。そして、ステップ
ＳＢ３において、媒体処理装置制御部１００は、アプリ識別情報と対応付けられた設定フ
ァイルＳＦを、参照すべき設定ファイルＳＦとして特定する。
　なお、設定ファイルＳＦには、動作モードを指定する動作モード情報が記述されている
ため、プリンター１は、アプリ識別情報と、動作モード情報とを対応付けて記憶している
。
　このステップＳＢ３の処理により、起動アプリケーションに応じて（制御装置で動作す
るアプリケーションに応じて）、参照する設定ファイルＳＦが切り替わり、以後、媒体処
理装置制御部１００は、印刷に際し、特定した設定ファイルＳＦを参照する。
　次いで、媒体処理装置制御部１００は、ステップＳＢ３で特定した設定ファイルＳＦに
記述された動作モード情報に基づいて、動作モードを決定（選択）する（ステップＳＢ４
）。
　なお、本実施形態では、設定ファイルＳＦに動作モードを示す動作モード情報が記述さ
れている構成であるが、例えば、動作モード情報と、アプリ識別情報とを対応付けた対応
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情報を含むデータを設定ファイルＳＦとは別に記憶し、当該データに基づいて動作モード
を選択する構成であってもよい。
　このステップＳＢ４の処理により、起動アプリケーションに応じて（制御装置で動作す
るアプリケーションに応じて）、動作モードが選択され、以後、プリンター１は、選択さ
れた動作モードに準じて動作する。各動作モードについては、後述する。
【００５０】
　このように、本実施形態では、アプリケーションＡＰの起動に応じて、プリンター１で
は、動作モードについて、起動したアプリケーションＡＰに対応した動作モードが選択さ
れる。さらに、アプリケーションＡＰの起動に応じて、プリンター１では、参照する設定
ファイルＳＦが起動したアプリケーションＡＰに対応した設定ファイルＳＦに切り替わる
。このため、プリンター１は、ホストコンピューター９２で動作するアプリケーションＡ
Ｐに応じた動作モード、および、設定ファイルＳＦ（設定値）に基づいて、処理を実行可
能である。
　特に、本実施形態によれば、アプリケーションＡＰの起動に応じて、参照する設定ファ
イルＳＦ、および、選択される動作モードが自動で選択される。このため、アプリケーシ
ョンＡＰの起動ごとに、ユーザーは、動作モードを指示したり、また、設定値に関する各
種設定を行ったりする必要がなく、ユーザーの利便性が高い。
【００５１】
　次に動作モードについて説明する。
　本実施形態では、動作モードとして、動作モードＭＡ１、ＭＡ２、及び、動作モードＭ
Ｂの４つの動作モードがある。動作モードＭＡ１、ＭＡ２のそれぞれは第１の動作モード
に該当し、動作モードＭＢは第２の動作モードに該当する。
　動作モードＭＢでは、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂに対して画像の印刷や、Ｒ
ＦＩＤタグ７Ａへのデータの読み書きを行い、媒体Ｂの搬送を停止した後、後述する待機
状態へ移行することなく、自動で、オートカッター６０により媒体Ｂの切断を実行する。
　以下、動作モードＭＡ１、ＭＡ２のそれぞれについて詳述する。
【００５２】
＜動作モードＭＡ１の説明＞
　図１０は、媒体Ｂに画像を印刷し単票を発行する際のホストコンピューター９２、及び
、プリンター１の動作を示すフローチャートである。（Ａ）はホストコンピューター９２
の動作を、（Ｂ）はプリンター１の動作を示している。
　なお、図１０のフローチャートにおいて、プリンター１の動作モードは、動作モードＭ
Ａ１である。
　また、図１０のフローチャートにおいて、図９のフローチャートに準じた処理が行われ
ることにより、アプリケーションＡＰの起動、および、当該起動に伴う設定ファイルＳＦ
、動作モードの選択は完了しているものとする。選択された動作モードは、動作モードＭ
Ａ１である。
　図３（Ａ）に示すように、アプリケーションＡＰは、単票の発行を実行すべきか否かを
判別する（ステップＳＣ１）。例えば、アプリケーションＡＰが提供する所定のユーザー
インターフェースに対して、必要な情報の入力と共に、単票の発行の指示があった場合、
アプリケーションＡＰは、単票の発行を実行すべきと判別する。また例えば、接続された
サーバー装置等の外部機器から、必要な情報の入力と共に、単票の発行の指示があった場
合、アプリケーションＡＰは、単票の発行を実行すべきと判別する。
　単票の発行を行う場合（ステップＳＣ１：ＹＥＳ）、アプリケーションＡＰは、発行す
る単票のＲＦＩＤタグ７Ａに書き込む情報を含む書込データ、および、単票に印刷する画
像に関する情報を含む印刷データを少なくとも含む処理データを生成し、ミドルウェアＭ
Ｗに出力する（ステップＳＣ２）。ミドルウェアＭＷは、処理データに基づいて、制御デ
ータを生成し、プリンター１に送信する（ステップＳＣ３）。
　次いで、ミドルウェアＭＷは、制御データのプリンター１への送信を行わない送信停止
状態へ移行する（ステップＳＣ４）。この送信停止状態へ移行している間は、ミドルウェ
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アＭＷは、アプリケーションＡＰと協働して、制御データのプリンター１への送信を禁止
する。送信停止状態のときには、ミドルウェアＭＷ、または、アプリケーションＡＰの機
能により、その旨を表示パネル１１０に表示し、また、単票の発行の指示を受け付けない
構成としてもよい。
　送信停止状態へ移行後、ミドルウェアＭＷは、処理完了通知データを受信したか否かを
監視する（ステップＳＣ５）。処理完了通知データ、および、当該データの受信後の処理
については後述する。
【００５３】
　一方で、プリンター１の媒体処理装置制御部１００は、制御データを受信したか否かを
監視する（ステップＳＤ１）。
　制御データを受信した場合（ステップＳＤ１：ＹＥＳ）、媒体処理装置制御部１００は
、制御データに基づいて、適宜、搬送機構６３（搬送モーター７０等）に媒体Ｂを搬送さ
せつつ、所定のタイミングで、制御データに含まれる書込制御データに基づいてタグ読書
装置４６によりＲＦＩＤタグ７Ａにデータを書き込み、かつ、制御データに含まれる印刷
制御データに基づいて印刷機構６４（サーマルヘッド６７等）に画像を印刷させる（ステ
ップＳＤ２）。このステップＳＤ２の処理は、媒体Ｂに対する処理部による処理に該当す
る。
　ステップＳＤ２の処理の実行中、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂに対する処理が
完了したか否かを監視する（ステップＳＤ３）。より具体的には、媒体処理装置制御部１
００は、ＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの書き込み、および、画像の印刷が完了したか否か
を監視する（ステップＳＤ３）。
　ＲＦＩＤタグ７Ａのデータの書き込みの完了とは、制御データに含まれる書込制御デー
タに基づいて、ＲＦＩＤタグ７Ａに書き込むべき全てのデータの、ＲＦＩＤタグ７Ａへの
書き込みが終了したことをいう。また、画像の印刷の完了とは、制御データに含まれる印
刷制御データに基づいて、印刷すべき全ての画像の印刷が終了したことをいう。ステップ
ＳＤ３では、ＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの書き込み、および、画像の印刷の双方が完了
したか否かを監視している。
　印刷動作が完了した場合、媒体処理装置制御部１００は、制御データに基づく印刷が完
了したことを示す処理完了通知データを、ホストコンピューター９２に送信する（ステッ
プＳＤ４）。
　なお、ステップＳＤ３、および、ステップＳＤ４では、媒体処理装置制御部１００は、
ＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの書き込み、および、画像の印刷の双方が完了した時点で、
処理が完了したとして、処理完了通知データを送信する。しかしながら、媒体処理装置制
御部１００は、後に説明するステップＳＤ５の処理により、媒体Ｂを所定位置まで、搬送
して停止したときに、処理が完了したとして、処理完了通知データを送信する構成であっ
てもよい。
【００５４】
　上述したように、ミドルウェアＭＷは、送信停止状態に移行した後、処理完了通知デー
タを受信したか否かを監視する（ステップＳＣ４、ステップＳＣ５）。そして、処理完了
通知データを受信した場合（ステップＳＣ５：ＹＥＳ）、ミドルウェアＭＷは、送信停止
状態を解除し（ステップＳＣ６）、制御データのプリンター１への送信が可能な状態へ移
行する。その後、処理手順は、ステップＳＣ１へ戻り、アプリケーションＡＰは、単票の
発行を行うか否かを判別する。
　このように、本実施形態では、ホストコンピューター９２は、データの書き込み、およ
び、印刷を指示する制御データを送信した後、処理完了通知データを受信するまでは、次
の単票に係るデータの書き込み、画像の印刷を指示する制御データの送信を禁止する。そ
して、ホストコンピューター９２は、処理完了通知データを受信した場合に、次の単票に
係る制御データの送信が可能な状態へと移行する。このような構成のため、以下の効果を
奏する。
　すなわち、上記構成によれば、プリンター１が１の単票に係る媒体Ｂに対する処理が完
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了するまでは、ホストコンピューター９２により、制御データの送信が行われない。つま
り、ホストコンピューター９２から、プリンター１に対して制御データが連続して出力さ
れることが防止される。これに伴って、ホストコンピューター９２の受信バッファーがオ
ーバーフローし、ホストコンピューター９２の要求に応じた単票の発行がされない、とい
った事態が発生することを防止できる。
【００５５】
　さて、図１０（Ｂ）に示すように、処理完了通知データの送信後、媒体処理装置制御部
１００は、搬送機構６３を制御して、媒体Ｂが切断されるべき位置（以下、「被切断位置
」という。）が、オートカッター６０の切断位置に位置するように、媒体Ｂを搬送し、搬
送を停止する（ステップＳＤ５）。
　媒体Ｂにおける被切断位置とは、制御データに基づく処理部による処理が行われた単票
の末端に相当する位置である。この被切断位置にて媒体Ｂを切断することにより、媒体Ｂ
から１つの単票分の紙片が切り離されて、単票が発行される。
　このステップＳＤ５の処理により、媒体Ｂの一部が排出口２８から排出された状態とな
る。
　次いで、媒体処理装置制御部１００は、待機状態へ移行する（ステップＳＤ６）。
　この待機状態では、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂの搬送を停止した状態を維持
する。詳述すると、待機状態では、媒体処理装置制御部１００は、ステッピングモーター
である搬送モーター７０をホールド状態にし、これにより、搬送方向に沿った媒体Ｂの移
動（排出口２８へ移動する方向への移動）を規制する。すなわち、媒体処理装置制御部１
００は、搬送モーター７０をホールド状態にすることにより、プラテンローラー６６の媒
体Ｂの搬送方向への回転を規制する。媒体Ｂは、サーマルヘッド６７と、プラテンローラ
ー６６との間で、押圧状態で挟持されているため、プラテンローラー６６の回転が規制さ
れることにより、媒体Ｂの搬送方向に沿った媒体Ｂの移動が規制される。
　このように媒体Ｂの移動が規制されるため、ユーザーが媒体Ｂを切断するべく媒体Ｂを
変位させた場合や、媒体Ｂが引っ張られる等されて媒体Ｂに何らかの力が加わった場合で
あっても、媒体Ｂの被切断位置と、オートカッター６０の切断位置との位置ずれが防止さ
れる。本実施形態では、プラテンローラー６６の回転を規制する規制部材としての搬送モ
ーター７０、および、搬送モーター７０をホールドする媒体処理装置制御部１００（駆動
制御部）が、「規制部」に該当する。
　さらに、待機状態では、媒体処理装置制御部１００は、印刷機構６４による印刷、およ
び、タグ読書装置４６によるＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの読み書きを禁止する。つまり
、待機状態では、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂへの処理部での処理を禁止する。
　さらに、待機状態では、媒体処理装置制御部１００は、上述した媒体姿勢検知手段６５
が備える検出器８２のセンサーの出力の変化を監視し、紙ステージ７２に滞留する媒体Ｂ
の姿勢変化（所定方向への変位）があるか否かを監視する。換言すれば、待機状態でない
ときは、上記検出は行われず、従って、媒体Ｂの姿勢の変化があった場合であっても、姿
勢の変化の検出に基づく媒体Ｂの切断は行わない。
【００５６】
　待機状態へ移行後、媒体処理装置制御部１００は、媒体姿勢検知手段６５により媒体Ｂ
の姿勢変化が検出されたか否かを監視しつつ（ステップＳＤ８）、次の単票の画像の印刷
等を指示する制御データを受信したか否か判別する（ステップＳＤ７）。ステップＳＤ７
の時点では、処理完了通知データの送信が行われているため、ホストコンピューター９２
により、次の単票の画像の印刷等を指示する制御データの送信が行われている可能性があ
る。
　媒体姿勢検知手段６５により媒体Ｂの姿勢変化が検出されたということは、ユーザーが
、媒体Ｂの切断（単票の発行）を実行すべく、媒体Ｂを意図的に動かしたということであ
る。
　媒体Ｂの姿勢変化が検出される前に制御データを受信した場合（ステップＳＤ７：ＹＥ
Ｓ）、媒体処理装置制御部１００は、受信した制御データを所定の記憶領域に記憶し（ス
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テップＳＤ９）、処理手順をステップＳＤ８へ移行する。
　一方、待機状態で、媒体Ｂの姿勢変化を検出した場合、媒体処理装置制御部１００は、
オートカッター６０を制御して、媒体Ｂを切断させる（ステップＳＤ１０）。
　ここで、上述したように、待機状態のとき、プラテンローラー６６の回転が規制され、
このプラテンローラー６６と、サーマルヘッド６７とによって媒体Ｂが挟持される。従っ
て、ステップＳＤ１０の切断前、特に、ユーザーが媒体Ｂを変位させたときであっても、
媒体Ｂが搬送方向に移動せず、媒体Ｂの被切断位置と、オートカッター６０の切断位置と
にずれが生じない。また、切断時も、媒体Ｂの被切断位置と、オートカッター６０の切断
位置とにずれが生じず、媒体Ｂは切断すべき位置で適切に切断される。
　特に、図４に示すように、プラテンローラー６６を含むずれ防止機構は、オートカッタ
ー６０の搬送方向上流であって、オートカッター６０の近傍に設けられている。すなわち
、媒体Ｂにおいて、挟持により固定された部分と、被切断位置とが近接した状態となって
いる。このため、媒体Ｂについて、固定された部分よりも搬送方向下流側に、媒体Ｂの姿
勢変化に伴う傾きや、撓み等が発生した場合であっても、媒体Ｂの被切断位置と、オート
カッター６０の切断位置との位置ずれが最小限に留められる。
　ステップＳＤ１０の切断により、１つの単票分の紙片が媒体Ｂから切り離され、これに
より単票が発行される。
　媒体Ｂの切断後、媒体処理装置制御部１００は、待機状態を解除する（ステップＳＤ１
１）。
　この解除に伴って、媒体Ｂの姿勢変化の検出が停止され、媒体Ｂに姿勢変化があった場
合であっても、媒体Ｂの切断が行われなくなる。
　さらに、この解除に伴って、媒体処理装置制御部１００は、印刷機構６４による印刷、
および、タグ読書装置４６によるＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの読み書きの禁止を解除す
る。つまり、媒体処理装置制御部１００は、処理部での媒体Ｂの処理を許可する。
【００５７】
　このように、動作モードＭＡ１では、待機状態で、媒体Ｂが所定方向に変位した場合、
換言すれば、媒体Ｂがユーザーにより所定方向に変位するように動かされた場合に、媒体
Ｂの切断が実行され、単票が発行される。つまり、ユーザーが、意図的に媒体Ｂを動かさ
ない限り、単票の発行が行われない。このため、ユーザーが意図せず、単票が自動で連続
して発行され、そのことに起因して排出口２８付近で単票が溜まってしまうことを防止で
きる。また、単票が自動で連続して発行されてしまい、単票の区別がつかなくなったり、
ユーザーが単票を誤ってしまったりすることを防止できる。
【００５８】
　待機状態の解除後、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中に制御データを受信し、
受信した制御データを記憶したか否かを判別する（ステップＳＤ１２）。記憶している場
合（ステップＳＤ１２：ＹＥＳ）、媒体処理装置制御部１００は、処理手順をステップＳ
Ｄ２へ戻し、記憶した制御データに基づく画像の印刷を実行させる。一方、記憶していな
い場合（ステップＳＤ１２：ＮＯ）、媒体処理装置制御部１００は、処理手順をステップ
ＳＤ１へ戻し、制御データを受信したか否かを監視する。
　このように、本実施形態では、待機状態中に、次の単票の画像の印刷等を指示する制御
データを受信した場合、制御データを記憶し、媒体Ｂの切断に応じて待機状態を解除した
後、記憶した制御データに基づく処理を実行する。このため、媒体Ｂの切断に応じて待機
状態を解除した後、次の単票の画像の印刷を開始することができ、処理効率を向上するこ
とができる。
【００５９】
　なお、動作モードＭＡ１では、待機状態となった場合、待機状態で所定期間経過した場
合、および、待機状態を解除した場合、制御装置制御部１０８は、報知部１０３を制御し
て、所定の態様で電子音を発生することにより、そのことを報知する。これにより、待機
状態に関する情報をユーザーに認識させることができると共に、待機状態中、媒体Ｂを切
断する必要がある場合は、ユーザーに媒体を動かして切断を実行させることを促すことが



(18) JP 6201454 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

できる。
　なお、待機状態となった場合、待機状態で所定期間が経過した場合、および、待機状態
を解除した場合のうち、いずれか１つ、または、いずれか２つの場合に報知を行う構成で
あってもよく、報知を行うタイミングをユーザーが設定できる構成であってもよい。
　また、報知の方法は、報知部１０３による電子音の発生のみならず、表示部を備えてい
る場合は、その表示部による表示によって行ってもよい。
　以上説明した待機状態に関する報知は、後述する動作モードＭＡ２でも実行される。
【００６０】
　なお、以上の動作モードＭＡ１の説明において、ステップＳＤ１で受信した制御データ
が「第１制御データ」に該当し、その後、ホストコンピューター９２から受信した制御デ
ータが「第２制御データ」に該当する。つまり、第２制御データは、第１制御データの送
信後、ホストコンピューター９２が、処理完了通知データを受信した後に、送信部を介し
てプリンター１に送信する制御データである。
【００６１】
　また、図１０のフローチャートにおいて、ステップＳＤ６で待機状態となった場合、制
御データの受信を禁止し、待機状態が解除された後、制御データを受信することを許可す
る構成であってもよい。
　制御データの受信の禁止は、例えば、媒体処理装置制御部１００が、ホストコンピュー
ター９２の制御装置制御部１０８に対して、所定のデータを送信し、制御データの送信の
停止を要求することにより行われる。また、制御データを受信することの許可は、例えば
、媒体処理装置制御部１００が、ホストコンピューター９２の制御装置制御部１０８に対
して、所定のデータを送信し、制御データの送信の停止の解除を要求することにより行わ
れる。
　この構成によれば、媒体処理装置制御部１００は、待機状態を解除し、次の単票に係る
媒体Ｂへの処理を実行可能な状態となった後に、次の単票に係る制御データを受信し、媒
体Ｂの処理を開始することが可能となる。
【００６２】
＜動作モードＭＡ２の説明＞
　次に、動作モードＭＡ２について説明する。
　図１１は、媒体Ｂに画像を印刷し単票を発行する際のホストコンピューター９２、及び
、プリンター１の動作を示すフローチャートである。（Ａ）はホストコンピューター９２
の動作を、（Ｂ）はプリンター１の動作を示している。なお、図１１のフローチャートに
おいて、プリンター１の動作モードは、動作モードＭＡ２である。
　図１１において、ホストコンピューター９２の動作は、図１０（Ａ）のフローチャート
と同一であるため、各ステップに同一の符号を付し、その説明を省略する。
　また、図１１（Ｂ）のプリンター１のフローチャートにおいて、ステップＳＥ１～ＳＥ
６の動作は、図１０（Ｂ）のステップＳＤ１～ステップＳＤ６と同一であるため、その説
明を省略する。
　図１１（Ｂ）に示すように、プリンター１は、ステップＳＥ６で待機状態となる。その
後、媒体処理装置制御部１００は、媒体姿勢検知手段６５により媒体Ｂの姿勢変化が検出
されたか否かを監視しつつ（ステップＳＥ８）、次の単票の画像の印刷等を指示する制御
データを受信したか否か判別する（ステップＳＥ７）。
　制御データを受信する前に、媒体Ｂの姿勢変化が検出された場合（ステップＳＥ８：Ｙ
ＥＳ）、媒体処理装置制御部１００は、オートカッター６０を制御して媒体Ｂを切断し（
ステップＳＥ９）、待機状態を解除する（ステップＳＥ１０）。その後、媒体処理装置制
御部１００は、処理手順をステップＳＥ１へ戻し、制御データを受信したか否かを監視す
る。
　一方、媒体Ｂの姿勢変化が検出される前に、制御データを受信した場合（ステップＳＥ
７：ＹＥＳ）、媒体処理装置制御部１００は、待機状態を解除する（ステップＳＥ１１）
。ここで、待機状態の解除に際し、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂの切断を実行し
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ない。これにより、ユーザーが意図せずに、媒体Ｂの切断が実行されて単票が発行され、
排出口２８付近に単票が溜まることを防止できる。
　なお、ステップＳＥ１１における待機状態の解除に際し、媒体Ｂを切断する構成であっ
てもよく、また、切断するか否かをユーザーが設定できる構成であってもよい。
　次いで、媒体処理装置制御部１００は、処理手順をステップＳＤ２へ戻し、受信した制
御データに基づくＲＦＩＤタグ７Ａへのデータの書き込み、画像の印刷を実行する。
【００６３】
　このように、動作モードＭＡ２は、待機状態で制御データを受信した場合、待機状態を
解除して、受信した制御データに基づく画像の印刷を実行する点で、動作モードＭＡ１と
異なっている。このような処理を行うことにより、以下の効果を奏する。
　待機状態中に制御データを受信した場合、プリンター１は、制御データに基づく画像の
印刷を実行する。このため、単票の発行の要求があるのにもかかわらず、不必要に単票の
発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる。
【００６４】
　なお、図１１のフローチャートでは、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中に制御
データを受信した場合、待機状態を解除して制御データに基づく印刷等を実行する構成で
あったが、以下のような構成であってもよい。
　すなわち、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中に次の単票の画像の印刷等を指示
する制御データを受信した場合、受信から所定の期間、待機状態を維持する。そして、当
該所定の期間中に、媒体Ｂの変位が検出されなかった場合、当該所定の期間の経過後、待
機状態を解除して、受信した制御データに基づく処理を実行する。
　待機状態の解除時、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂの切断を行わない。これによ
り、ユーザーが意図せずに、媒体Ｂの切断が実行されて単票が発行され、排出口２８付近
に単票が溜まることを防止できる。媒体Ｂを切断する構成であってもよく、また、切断す
るか否かをユーザーが設定できる構成であってもよい。
　この構成によれば、プリンター１は、待機状態中に次の単票の画像の印刷等を指示する
制御データを受信した場合、すぐに制御データに基づく画像の印刷等を行うのではなく、
所定の期間は待機状態を維持する。このため、ユーザーが、媒体Ｂを所定方向に変位する
ように動かして、意図的に媒体Ｂを切断させる時間を確保できる。その上で、所定期間の
経過後は、制御データに基づく画像の印刷等を行うため、単票の発行の要求があるのにも
かかわらず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる
。
【００６５】
　また、以下のような構成であってもよい。
　すなわち、媒体処理装置制御部１００は、待機状態となった後、所定の期間は、媒体Ｂ
の変位が検出されない場合、次の単票の画像の印刷等を指示する制御データの受信の有無
にかかわらず待機状態を維持する。
　この構成によれば、プリンター１は、待機状態となった後、所定の期間は、制御データ
の受信の有無にかかわらず待機状態を維持する。このため、待機状態となった後、すぐに
制御データの受信があった場合であっても、ユーザーが、媒体Ｂを所定方向に変位するよ
うに動かして、意図的に媒体Ｂを切断させる時間を確保できる。
【００６６】
　なお、以上の動作モードＭＡ２の説明において、ステップＳＤ１で受信した制御データ
が「第１制御データ」に該当し、その後、ホストコンピューター９２から受信した制御デ
ータが「第２制御データ」に該当する。つまり、第２制御データは、ホストコンピュータ
ー９２が、処理完了通知データを受信した後に、送信部を介してプリンター１に送信する
制御データである。
【００６７】
　次に、電源のオン、オフ時のプリンター１の動作について説明する。
　上述したように、動作モードが、動作モードＭＡ１、または、動作モードＭＡ２である
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場合、待機状態の期間がある。そして、待機状態の間、すなわち、排出口２８から１つの
単票分の媒体Ｂが排出されている状態の時に、電源がオフされる場合がある。これを踏ま
え、プリンター１は、動作モードが動作モードＭＡ１、または、ＭＡ２である場合、以下
の処理を実行する。
　図１２（Ａ）は、電源がオンのときのプリンター１の動作を示すフローチャートである
。
　図１２（Ａ）に示すように、媒体処理装置制御部１００は、電源のオフの指示があった
か否かを監視する（ステップＳＧ１）。電源のオフの指示があった場合（ステップＳＧ１
：ＹＥＳ）、媒体処理装置制御部１００は、待機状態か否かを判別する（ステップＳＧ２
）。待機状態では無い場合（ステップＳＧ２：ＮＯ）、媒体処理装置制御部１００は、シ
ャットダウン処理を実行する（ステップＳＧ３）。シャットダウン処理とは、所定のデー
タの不揮発性メモリーへの退避や、ホストコンピューター９２との切断処理等、正常に電
源をオフするための処理である。
　一方、電源のオフの指示があったときに待機状態である場合（ステップＳＧ１：ＹＥＳ
）、媒体処理装置制御部１００は、待機状態であることを示す情報を、不揮発性メモリー
たる記憶部１０５の所定の記憶領域に記憶する。次いで、媒体処理装置制御部１００は、
処理手順をステップＳＧ３へ移行し、シャットダウン処理を行う。
【００６８】
　図１２（Ｂ）は、電源がオフのときに、電源のオンが指示された場合のプリンター１の
動作を示すフローチャートである。
　図１２（Ｂ）に示すように、電源のオン後（ステップＳＨ１）、媒体処理装置制御部１
００は、記憶部１０５の所定の記憶領域を参照し（ステップＳＨ２）、待機状態であるこ
とを示す情報が記憶されているか否かを判別する（ステップＳＨ３）。当該情報が記憶さ
れている場合は、前回の電源オフ時に待機状態であったということである。この場合、排
出口２８から１の単票分の媒体Ｂが排出された状態であり、ユーザーが媒体Ｂの切断を指
示できるよう待機状態に必要がある。一方、当該情報が記憶されていない場合は、前回の
電源オフ時に待機状態ではなかったということである。つまり、ステップＳＨ３では、媒
体処理装置制御部１００は、当該情報が記憶されているか否かを判別することにより、前
回の電源オフ時に待機状態であったか否かを判別している。
　上記情報が記憶されている場合（ステップＳＨ３：ＹＥＳ）、媒体処理装置制御部１０
０は、記憶部１０５から情報を削除した上で（ステップＳＨ４）、待機状態とする（ステ
ップＳＨ５）。これにより、ユーザーが、意図的に、媒体Ｂを切断可能な状態となる。一
方で、上記情報が記憶されていない場合（ステップＳＨ３：ＮＯ）、媒体処理装置制御部
１００は、待機状態としない。
　以上の構成のため、媒体Ｂが切断されることなく、待機状態中に電源がオフされた場合
であっても、次回電源オン時に待機状態とする。このため、ユーザーは、次回電源オン後
に、媒体Ｂの姿勢が変化したことを検知したときに媒体Ｂの切断を指示し、媒体Ｂを切断
させることができる。
【００６９】
　次に、フィードボタンＦＢについて説明する。
　上述したように、動作モードが、動作モードＭＡ１、または、動作モードＭＡ２である
場合、待機状態の期間がある。この場合において、媒体姿勢検知手段６５や、当該手段に
付随する部材等にエラーが生じ、媒体Ｂの姿勢変化を検出できない可能性がある。
　これを踏まえ、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中に、フィードボタンＦＢが操
作された場合、オートカッター６０を制御して、媒体Ｂを切断し、待機状態を解除する。
これにより、媒体姿勢検知手段６５にエラーが生じている場合であっても、ユーザーは、
待機状態中に、意図的に、媒体Ｂの切断を実行させることができる。なお、ユーザーが意
図的に切断を指示していることを検出するため、例えば、所定期間内に所定回数以上、フ
ィードボタンＦＢが押下された場合等、所定の態様でフィードボタンＦＢが操作された場
合に切断を実行する構成であってもよい。また、所定のエラーが発生していることが検出
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されているときに、フィードボタンＦＢが操作された場合に切断を実行する構成であって
もよい。また、フィードボタンＦＢ以外のスイッチ類の操作で検知する構成であってもよ
い。
【００７０】
　以上説明したように、本実施形態に係るプリンター１は、排出口２８から排出された媒
体Ｂの搬送機構６３での搬送方向とは異なる方向の変位を検出する媒体姿勢検知手段６５
（検出部）を備えている。そして、プリンター１の媒体処理装置制御部１００（制御部）
は、媒体姿勢検知手段６５で媒体Ｂの変位を検出したときオートカッター６０で媒体Ｂを
切断するように制御すると共に、オートカッター６０を制御した後に処理部（タグ読書装
置４６）での媒体Ｂの処理を許可する。
　この構成によれば、媒体Ｂが所定方向に変位するように動かされた場合に、媒体Ｂの切
断が実行され、単票が発行される。これにより、紙出口付近で単票が溜まってしまうこと
を防止できる。
【００７１】
　また、本実施形態に係るプリンター１は、処理部での媒体Ｂの処理を要求する制御デー
タを受信する通信部を備え、媒体処理装置制御部１００は、オートカッター６０を制御し
た後に、通信部で制御データを受信することを許可する。
　すなわち、動作モードＭＡ１の説明で述べたように、動作モードＭＡ１において、図１
０のフローチャートにおいて、ステップＳＤ６で待機状態となった場合、制御データの受
信を禁止し、待機状態が解除された後、制御データを受信することを許可する構成であっ
てもよい。
　この構成によれば、媒体処理装置制御部１００は、待機状態を解除し、次の単票に係る
媒体Ｂへの処理を実行可能な状態となった後に、次の単票に係る制御データを受信し、媒
体Ｂの処理を開始することが可能となる。
【００７２】
　また、本実施形態では、媒体処理装置制御部１００は、媒体Ｂの搬送が停止した後、予
め定められた時間、媒体姿勢検知手段６５により媒体Ｂの変位を検知する。
　この構成によれば、媒体Ｂの搬送が停止した後、予め定められた時間の間、ユーザーが
媒体Ｂを変位させて、媒体Ｂを切断させる期間を確保できる。
【００７３】
　また、本実施形態に係るプリンターは、報知部１０３を有し、媒体処理装置制御部１０
０は、報知部１０３を制御して、オートカッター６０での切断を待機していることを報知
する。
　この構成によれば、オートカッター６０での切断を待機していることをユーザーに認識
させることができる。
【００７４】
　また、本実施形態に係るプリンター１の媒体処理装置制御部１００は、媒体姿勢検知手
段６５で媒体Ｂの変位を検出したときにオートカッター６０で媒体Ｂを切断するように制
御するとともに、媒体姿勢検知手段６５で媒体Ｂの変位の検出を待機している待機状態で
通信部が制御データを受信したときに処理部で媒体Ｂを処理するように制御する。
　この構成によれば、待機状態中に制御データを受信した場合、プリンター１は、制御デ
ータに基づく画像の印刷を実行する。このため、単票の発行の要求があるのにもかかわら
ず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる。
【００７５】
　また、本実施形態において、動作モードＭＡ２では、媒体処理装置制御部１００は、待
機状態で制御データを受信したときに、制御データを受信してから予め定められた時間待
機状態を維持した後、制御データに基づいて処理部で媒体Ｂを処理するように制御する構
成であってもよい。
　この構成によれば、プリンター１は、待機状態中に制御データを受信した場合、すぐに
制御データに基づいて媒体Ｂの処理を行うのではなく、所定の期間は待機状態を維持する
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。このため、ユーザーが、媒体Ｂを所定方向に変位するように動かして、意図的に媒体Ｂ
を切断させる時間を確保できる。
【００７６】
　また、本実施形態において、媒体処理装置制御部１００は、待機状態で制御データを受
信したときにオートカッター６０で媒体Ｂを切断させることなく、処理部で媒体Ｂを処理
するように制御する。
　この構成によれば、媒体Ｂの切断が実行されて単票が発行され、紙出口付近に単票が溜
まることを防止できる。
【００７７】
　また、本実施形態に係る媒体処理システム９１は、ホストコンピューター９２（制御装
置）と、プリンター１（媒体処理装置）とを備えている。そして、ホストコンピューター
９２は、媒体Ｂへの処理を指示する制御データを送信する送信部を有する。また、プリン
ター１は、搬送機構６３での搬送が停止した後に搬送方向と異なる方向に媒体Ｂが変位す
ることを検出する媒体姿勢検知手段６５、及び媒体姿勢検知手段６５で媒体Ｂの変位を検
出したときにオートカッター６０で媒体Ｂを切断するように制御する媒体処理装置制御部
１００を有する。プリンター１の媒体処理装置制御部１００は、処理部での処理が実行さ
れたときに通信部を介して処理完了通知データをホストコンピューター９２に送信する。
　この構成によれば、媒体Ｂが所定方向に変位するように動かされた場合に、媒体Ｂの切
断が実行され、単票が発行される。このため、単票が自動で連続して発行され、そのこと
に起因して紙出口付近で単票が溜まってしまことを防止できる。
　また上記構成によれば、プリンター１は、処理部での処理が実行されたときに処理完了
通知データをホストコンピューター９２に送信する。このため、ホストコンピューター９
２は、プリンター１による処理が行われたことを認識でき、当該認識に基づいて、対応す
る処理を実行可能である。
【００７８】
　また、本実施形態に係るホストコンピューター９２は、処理完了通知データを受信した
後に、送信部を介して第２制御データを前記媒体処理装置に送信する。
　この構成によれば、ホストコンピューター９２は、処理完了通知データを受信した後に
、第２制御データを送信する。これにより、ホストコンピューター９２によって１の単票
についての媒体Ｂへの処理が完了していない状態で、ホストコンピューター９２からプリ
ンター１に対して、次の単票についての媒体Ｂの処理を指示する制御データが送信される
ことが禁止される。これにより、ホストコンピューター９２から、プリンター１に対して
連続して制御データが出力され、これに起因してプリンター１のバッファーがオーバーフ
ローし、ホストコンピューター９２の要求に応じた単票の発行がされない、と言った事態
が発生することを防止できる。
【００７９】
　また、本実施形態において、ホストコンピューター９２は、媒体Ｂに処理を行う情報を
生成して出力するアプリケーションＡＰを実行させる制御装置制御部１０８（アプリケー
ション実行部）、及びアプリケーションＡＰで出力された情報を送信する送信部を有する
。一方、プリンター１は、送信部で送信された情報を受信する通信部、情報に基づいて第
１の動作モードもしくは第１の動作モードと異なる第２の動作モードで動作を実行する印
刷機構６４、及び情報を生成するアプリケーションＡＰに基づいて第１の動作モードもし
くは第２の動作モードを選択する媒体処理装置制御部１００を有する。
　本発明の構成によれば、プリンター１は、ホストコンピューター９２のアプリケーショ
ンＡＰに基づいて、第１の動作モードもしくは第２の動作モードを選択するため、プリン
ター１は、アプリケーションＡＰに応じた動作モードで動作することが可能である。すな
わち、プリンター１により、ホストコンピューター９２が複数のアプリケーションＡＰを
備えていることを踏まえた処理を行うことが可能となる。
【００８０】
　また、本実施形態では、ホストコンピューター９２の制御装置制御部１０８（アプリケ
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ーション実行部）は、アプリケーションＡＰを起動し、プリンター１の媒体処理装置制御
部１００は、アプリケーション実行部で起動したアプリケーションＡＰの起動に応じて第
１のモード、もしくは第２のモードを選択する。
　本発明の構成によれば、ホストコンピューター９２で起動されたアプリケーションＡＰ
に応じて、第１の動作モード、もしくは第２の動作モードを選択できる。
【００８１】
　また、本実施形態では、ホストコンピューター９２の送信部は、アプリケーションＡＰ
を起動したときにアプリケーションＡＰの識別情報をプリンター１の通信部に送信する。
一方、プリンター１は、識別情報と動作モードを対応付けた対応情報を記憶する記憶部１
０５を有し、媒体処理装置制御部１００は、記憶された対応情報と送信された識別情報と
に基づいて第１のモードもしくは第２のモードを選択する。
　本発明の構成によれば、アプリケーションＡＰの識別情報を利用して、制御装置におけ
るアプリケーションの起動に応じた媒体処理装置の動作モードの選択を実現できる。
【００８２】
　また、本実施形態では、プリンター１は、印刷機構６４（印刷部）の第１の動作モード
の設定値、及び第２の動作モードの設定値を記憶する記憶部１０５（印刷設定記憶部）を
有している。そして、媒体処理装置制御部１００は、情報を通信部で受信したときに、情
報を生成したアプリケーションＡＰに基づいて記憶部に記憶された第１の動作モードの設
定値もしくは前記第２の動作モードの設定値を選択する。
　この構成によれば、ホストコンピューター９２のアプリケーションＡＰに基づいて、動
作モードと共に、設定値を選択するため、プリンター１は、アプリケーションＡＰに応じ
た設定値を利用して動作することが可能である。
【００８３】
　また、本実施形態では、動作モードＭＡ１において、プリンター１の媒体処理装置制御
部１００（制御部）は、以下の処理を実行する。すなわち、媒体処理装置制御部１００は
、印刷機構６４によって１の単票の画像を前記媒体に印刷させると共に、搬送機構６３に
よって媒体Ｂの一部が排出口２８から排出された状態となるまで媒体Ｂを搬送させて待機
状態とする。媒体処理装置制御部１００は、待機状態中、媒体姿勢検知手段６５（検出手
段）により媒体Ｂの変位が検出されるまでは、印刷機構６４による次の単票の画像の印刷
を停止する。その一方で、媒体処理装置制御部１００は、媒体姿勢検知手段６５により媒
体Ｂの変位が検出された場合、オートカッター６０により媒体Ｂを切断させて、待機状態
を解除する。
　この構成によれば、待機状態中に、媒体Ｂが所定方向に変位するようにユーザーによっ
て動かされた場合に、媒体Ｂの切断が実行され、単票が発行される。これにより、排出口
２８付近で単票が溜まってしまことを防止できる。
【００８４】
　また、本実施形態では、動作モードＭＡ１において、媒体処理装置制御部１００は、待
機状態中に、次の単票の画像の印刷等を指示する制御データを受信した場合、制御データ
を記憶し、媒体Ｂの切断に応じて待機状態を解除した後、記憶した制御データに基づく処
理を実行する。
　この構成によれば、媒体Ｂの切断に応じて待機状態を解除した後、次の単票の画像の印
刷を開始することができ、処理効率を向上することができる。
【００８５】
　また、本実施形態では、動作モードＭＡ２において、媒体処理装置制御部１００は、印
刷機構６４によって１の単票の画像を媒体Ｂに印刷させると共に、搬送機構６３によって
媒体Ｂの一部が排出口２８から排出された状態となるまで媒体Ｂを搬送させて搬送を停止
した後に待機状態とする。媒体処理装置制御部１００は、待機状態中、媒体姿勢検知手段
６５により媒体Ｂの変位が検出された場合、オートカッター６０により媒体Ｂを切断させ
て、待機状態を解除する。その一方で、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中、ホス
トコンピューター９２から次の単票の画像の印刷を指示する制御データを受信した場合、
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待機状態を解除して、受信した制御データに基づいて処理を行う。
　この構成によれば、待機中に制御データを受信した場合、プリンター１は、制御データ
に基づく画像の印刷を実行する。このため、単票の発行の要求があるのにもかかわらず、
不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる。
【００８６】
　また、本実施形態において、動作モードＭＡ２に係るプリンター１は、以下の構成であ
ってもよい。
　すなわち、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中に次の単票の画像の印刷等を指示
する制御データを受信した場合、受信から所定の期間、前記待機状態を維持する。そして
、当該所定の期間中に、媒体Ｂの変位が検出されなかった場合、当該所定の期間の経過後
、待機状態を解除して、受信した制御データに基づく印刷等を実行する。
　この構成によれば、プリンター１は、待機状態中に次の単票の画像の印刷等を指示する
制御データを受信した場合、すぐに制御データに基づく画像の印刷等を行うのではなく、
所定の期間は待機状態を維持する。このため、ユーザーが、媒体Ｂを所定方向に変位する
ように動かして、意図的に媒体Ｂを切断させる時間を確保できる。その上で、所定期間の
経過後は、制御データに基づく画像の印刷等を行うため、単票の発行の要求があるのにも
かかわらず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑制できる
。
【００８７】
　また、本実施形態において、動作モードＭＡ２に係るプリンター１は、以下の構成であ
ってもよい。
　すなわち、媒体処理装置制御部１００は、待機状態で、所定の期間は、媒体Ｂの変位が
検出されない場合、次の単票の画像の印刷を指示する制御データの受信の有無にかかわら
ず待機状態を維持する。
　この構成によれば、プリンター１は、待機状態で、所定の期間は、制御データの受信の
有無にかかわらず待機状態を維持する。このため、待機状態となった後、すぐに制御デー
タの受信があった場合であっても、ユーザーが、媒体Ｂを所定方向に変位するように動か
して、意図的に媒体Ｂを切断させる時間を確保できる。その上で、単票の発行の要求があ
るのにもかかわらず、不必要に単票の発行が停止され処理効率が低下してしまうことを抑
制できる。
【００８８】
　また、本実施形態では、動作モードＭＡ１、ＭＡ２において、媒体処理装置制御部１０
０は、待機状態で所定時間経過した場合、または、前記待機状態を解除した場合、その旨
報知する。報知は、報知部１０３による放音のほか、表示部を備えている場合は表示部に
よる表示によって行ってもよい。
　この構成によれば、待機状態にあること、待機状態で所定時間経過したこと、または、
待機状態が解除されたことをユーザーに認識させることができると共に、待機状態中に媒
体Ｂを切断する必要がある場合は、ユーザーに媒体Ｂを動かして切断を実行させることを
促すことができる。
【００８９】
　また、本実施形態では、動作モードＭＡ１、ＭＡ２において、媒体処理装置制御部１０
０は、待機状態中に、電源のオフの指示があった場合、待機状態であることを示す情報を
記憶部１０５に記憶する。一方で、電源のオンの指示があった場合、記憶部１０５を参照
し、前回の電源オフ時に待機状態であったか否かを判別する。そして、媒体処理装置制御
部１００は、前回の電源オフ時に待機状態であった場合、待機状態とする。
　この構成によれば、媒体Ｂが切断されることなく、待機状態中に電源がオフされた場合
であっても、次回電源オン時に待機状態とするため、ユーザーは、次回電源オン後に媒体
Ｂを切断させることができる。
【００９０】
　また、本実施形態では、媒体処理装置制御部１００は、待機状態中に、フィードボタン
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ＦＢが操作されたことを検出した場合、オートカッター６０により媒体Ｂを切断し、待機
状態を解除する。
　この構成によれば、媒体姿勢検知手段６５の異常等により、待機状態中に媒体Ｂが所定
方向に変位しても切断が行われなくなった場合であっても、ユーザーが意図的に切断を実
行させることができる。
【００９１】
　また、本実施形態では、媒体処理装置制御部１００は、１の単票の画像の印刷等を指示
する制御データに基づいて、タグ読書装置４６にＲＦＩＤタグ７Ａにデータを書き込ませ
、印刷機構６４に画像を印刷させた場合、印刷等の処理が完了したことを通知する処理完
了通知データをホストコンピューター９２に送信する。一方、ホストコンピューター９２
の制御装置制御部１０８は、１の単票の画像の印刷等を指示する制御データの送信後、処
理完了通知データを受信するまでは、次の単票の画像の印刷を指示する制御データの送信
を停止する。
　この構成によれば、プリンター１によって１の単票の画像の印刷が完了していない状態
で、ホストコンピューター９２からプリンター１に対して、次の単票の画像の印刷等を指
示する制御データが送信されることを禁止できる。これにより、ホストコンピューター９
２から、プリンター１に対して連続して制御データが出力され、これに起因してプリンタ
ー１のバッファーがオーバーフローし、要求に応じた単票の発行がされない、と言った事
態が発生することを防止できる。
【００９２】
　また、本実施形態に係る媒体処理システム９１において、ホストコンピューター９２は
、媒体Ｂに印刷する画像に関する情報を生成し、出力するアプリケーションＡＰを複数備
えている。また、プリンター１は、複数の動作モードを備え、ホストコンピューター９２
で動作するアプリケーションに応じて、動作モードを切り替え可能な構成となっている。
　この構成によれば、ホストコンピューター９２で動作するアプリケーションＡＰに応じ
て、ホストコンピューター９２の動作モードを切り替え可能であるため、プリンター１は
、アプリケーションＡＰに応じた動作モードで動作することが可能である。すなわち、プ
リンター１により、ホストコンピューター９２が複数のアプリケーションを備えているこ
とを踏まえた処理を行うことが可能となる。
【００９３】
　また、本実施形態では、プリンター１は、ホストコンピューター９２におけるアプリケ
ーションＡＰの起動に応じて、動作モードを、起動後の前記アプリケーションに対応する
動作モードに切り替える。
　より具体的には、ホストコンピューター９２は、アプリケーションＡＰの起動時に、起
動後のアプリケーションＡＰの識別情報を、プリンター１に通知する。プリンター１は、
アプリケーションＡＰの識別情報と、動作モードを示す動作モード情報とを対応付けて記
憶し、ホストコンピューター９２から識別情報の通知を受けた場合、動作モードを、識別
情報に対応付けられた動作モードに切り替える。
　この構成によれば、アプリケーションの起動に応じてユーザーは動作モードを指定する
必要が無くなり、ユーザーが煩雑な作業を行うことを抑制した上で、アプリケーションに
応じた動作モードでプリンター１を動作させることができる。
【００９４】
　また、本実施形態では、プリンター１は、アプリケーションＡＰごとに、印刷に関する
設定値が記述された設定ファイルＳＦを記憶する。そして、プリンター１は、ホストコン
ピューター９２で動作するアプリケーションＡＰに応じて、動作モードと共に、設定ファ
イルＳＦを切り替え可能に構成されている。
　この構成によれば、プリンター１は、アプリケーションＡＰに応じた動作モード、およ
び、設定値で動作することが可能である。
【００９５】
　また、本実施形態では、プリンター１は、ホストコンピューター９２で起動されたアプ
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リケーションＡＰに応じて、動作モードを、動作モードＭＡ１、ＭＡ２（第１動作モード
）、または、動作モードＭＢ（第２動作モード）に切り替え可能に構成されている。
　ここで、第１動作モードに属する動作モードＭＡ１、ＭＡ２によれば、待機状態中に、
媒体Ｂが所定方向に変位した場合に、媒体Ｂの切断が実行され、単票が発行される。この
ため、単票が自動で連続して発行され、そのことに起因して紙出口付近で単票が溜まって
しまことを防止できる、というメリットがある。
　一方で、第２動作モードに属する動作モードＭＢによれば、媒体Ｂへの画像の印刷に応
じて媒体Ｂの切断が行われるため、媒体Ｂへの画像の印刷後媒体の切断が行われないこと
に起因した処理効率の低下を抑制できる、というメリットがある。
　そして、上記構成によれば、アプリケーションに応じて、上記メリットを踏まえて動作
モードを切り替えることが可能である。
【００９６】
　また、本実施形態では、プリンター１は、待機状態中、オートカッター６０による切断
位置と、媒体Ｂの被切断位置との間のずれを生じさせる移動を防止するずれ防止機構と、
を備えている。
　この構成によれば、待機状態へ移行中は、ずれ防止機構により、切断機構による切断位
置と、媒体の被切断位置との間のずれを生じさせる移動が防止され、定められた位置で媒
体Ｂを切断して単票を発行できる。
【００９７】
　また、本実施形態では、ずれ防止機構は、オートカッター６０の搬送方向上流であって
、オートカッター６０の近傍に設けられている。
　この構成によれば、ずれ防止機構の搬送方向下流側に、媒体Ｂの姿勢変化に伴う傾きや
、撓み等が発生した場合であっても、媒体Ｂの被切断位置と、オートカッター６０の切断
位置との位置ずれが最小限に留められ、より効果的にずれを防止できる。
【００９８】
　また、本実施形態では、ずれ防止機構は、プラテンローラー６６の回転を規制すること
によって、媒体Ｂのずれを防止する。より具体的には、ずれ防止機構は、ステッピングモ
ーターで構成される搬送モーター７０をホールド状態とすることによってプラテンローラ
ー６６の回転を規制する。
　この構成によれば、搬送機構６３がプラテンローラー６６を備えること、および、プラ
テンローラー６６がステッピングモーターによって駆動されること、を利用してずれ防止
機構により、ずれを防止できる。
【００９９】
　なお、上述した実施の形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の
範囲内で任意に変形および応用が可能である。
　例えば、媒体姿勢検知手段６５によって媒体Ｂの所定方向の変位を検出していた。しか
しながら、媒体Ｂの所定方向への変位を検出する手段は、変位を検出できる構成であれば
、どのようなものであってもよい。例えば、反射型光センサーを紙ステージ７２に配置し
、媒体Ｂが所定方向に変位したときに、当該センサーの出力値が変わる構成としてもよい
。
　また例えば、ずれ防止機構の構成は、上述した実施形態で説明したものに限らず、オー
トカッター６０の切断位置と、媒体Ｂの被切断位置とのずれを防止できる構成であれば、
どのようなものであってもよい。例えば、プラテンローラー６６とは、別部材で媒体Ｂを
挟持し、これにより、媒体Ｂの移動を防止する構成であってもよい。
　また例えば、プリンター１は、サーマル方式のプリンターであったが、プリンターの形
式はこれに限定されない。
　また、図７に示す各機能ブロックはハードウェアとソフトウェアの協働により任意に実
現可能であり、特定のハードウェア構成を示唆するものではない。また、プリンター１や
、ホストコンピューター９２の各機能を、これら装置に外部接続される別の装置に持たせ
るようにしてもよい。また、プリンター１や、ホストコンピューター９２は、外部接続さ
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れる記憶媒体に記憶させたプログラムを実行することにより、各種動作を実行してもよい
。
【符号の説明】
【０１００】
　１…プリンター（媒体処理装置）、７…ラベル用紙（媒体）、１０…単票発行装置、２
８…紙出口、４６…タグ読書装置（読書部、処理部）、６０…オートカッター（切断部）
、６３…搬送機構（搬送部）、６４…印刷機構（印刷部、処理部）、６５…媒体姿勢検知
手段（検出部）、６６…プラテンローラー（搬送ローラー）、７０…搬送モーター、９１
…媒体処理システム（印刷処理システム）、９２…ホストコンピューター（制御装置）、
１００…媒体処理装置制御部（制御部、駆動制御部）、１０８…制御装置制御部。

【図１】 【図２】
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